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河野健二「市民草命研究の課題J(新しし、歴史学のために No. 84) 
吉岡昭彦 I 姻江英一編『イギリス革命の研究~J (週刊読書人昭和38年2月25日号)
毛利健三「掴江英一編著『イギリス草命の研究」の方法をめぐってJ (歴史学研究
No. 275) 


































げ2買)とし、う a だが， r正真正銘の『畳民的分害防庁有」としてあらかじめ規定」するとし、うこと

















































































































































































































































































































班撃される。 10年の月日の聞には 人間も歴史もかわるもりだ 1
だが，福富富! 封建制を過大評価するのはたしかにまちがし、だが，封建制が顧存するときj
それ壱阜ょうとせずj それを敵としてたたかったひとびとを支持し尊敬しない学者はもう少しま
ちがっていないだろうか? わたしは昔の大塚史学はいざ知らず，ぺ、まの大塚史学はアメリヵ的
在代主義と考えている。もう少しいわしてもらえば.福富君もその 1人と思っている。
